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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータが実行する、
　利用者が視認した風景を含む複数の画像を取得する取得ステップと、
　取得した前記複数の画像のそれぞれに対して、透視図法の線を描画する描画ステップと
、
　前記複数の画像に対応する複数の前記透視図法の線に基づいて、前記利用者が視認した
風景を含む前記複数の画像が示す空間に対して前記利用者が抱く感情を抽出する抽出ステ
ップと、
　を備える感情抽出方法。
【請求項２】
　前記抽出ステップは、前記複数の画像に対して前記利用者が抱く複数の感情の割合を算
出する算出ステップを備える、
　請求項１に記載の感情抽出方法。
【請求項３】
　前記抽出ステップは、前記複数の画像のそれぞれに対して描画された複数の前記透視図
法の線を合成する合成ステップをさらに備え、
　前記算出ステップにおいて、合成された前記透視図法の線に基づいて、前記複数の画像
に対して前記利用者が抱く感情の割合を算出する、
　請求項２に記載の感情抽出方法。
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【請求項４】
　前記合成ステップにおいて、前記複数の画像のそれぞれに対して描画された複数の前記
透視図法の線を、前記透視図法の線が示す構図が所定の大きさとなるように縮尺を変更し
て合成する、
　請求項３に記載の感情抽出方法。
【請求項５】
　前記取得ステップにおいて、任意の空間経路を示す動画と、前記利用者の当該任意の空
間経路における視点の動きを示す視点情報とを取得し、前記視点情報に基づいて前記動画
から前記利用者が視認していた風景を含む複数の画像を取得する、
　請求項１から４のいずれか１項に記載の感情抽出方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の感情抽出方法により抽出した前記利用者の感情
に基づいて、建築物の設計データを生成する生成ステップを備える、
　建築物設計方法。
【請求項７】
　コンピュータを、
　利用者が視認した風景を含む複数の画像を取得する取得部、
　取得した前記複数の画像のそれぞれに対して、透視図法の線を描画する描画部、及び
　前記複数の画像に対応する複数の前記透視図法の線に基づいて、前記利用者が視認した
風景を含む前記複数の画像が示す空間に対して前記利用者が抱く感情を抽出する抽出部、
　として機能させる感情抽出プログラム。
【請求項８】
　利用者が視認した風景を含む複数の画像を取得する取得部と、
　取得した前記複数の画像の透視図法の線を描画する描画部と、
　前記複数の画像に対応する複数の前記透視図法の線に基づいて、前記利用者が視認した
風景を含む前記複数の画像が示す空間に対して前記利用者が抱く感情を抽出する抽出部と
、
　を備える感情抽出装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感情抽出方法、感情抽出プログラム、感情抽出装置、及び建築物設計方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＣＡＤ（Computer Aided Design）システムを用いて、住宅等の建築設計を行う
ことが行われている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４０９６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、建築物の利用者は、建築・都市を日々知覚して生活しており、開放的な空間
や安定的な空間等の様々な種類の空間での生活体験を持っている。そして、利用者は、個
々の体験に基づいて、空間を様々な感情を伴って知覚する。例えば、利用者は、個々の体
験に基づいて、空間に伴っている開放感や安心感を知覚する。
【０００５】
　しかしながら、従来の建築設計では、設計者の意向、マーケティング、及び人間工学等
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に基づいて事前に設計を行った建造物を利用者に提案することが行われていた。このため
、従来の建築設計では、利用者の空間に対して抱く感情が反映された設計を行えないとい
う問題があった。
【０００６】
　本発明は、利用者が空間に対して抱く感情を抽出することができる感情抽出方法、感情
抽出プログラム、及び感情抽出装置を提供することを目的とする。また、本発明は、利用
者空間に対して抱く感情を反映した建築物の設計を行うことができる建築物設計方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、利用者が開放感や安定感といった空間に抱く感情と、当該空間における透
視図法における消失点の数とに関連性があることを見出した。具体的には、本発明者は、
例えば、１つの消失点のみ有する一点透視のように視線が構図の中心に導かれる構図が、
見回しが起き難く、人が安定感を喚起されやすい構図であり、２つの消失点を有する二点
透視のように視線が２点に導かれる構図が、見回しが起きやすく、人が開放感を喚起され
る構図であると考えた。そして、発明者は、開放感や安心感といった感情を示すものを心
的トポロジーと定義付け、透視図法における構図を、心的トポロジーのガイドと定義した
。そして、発明者は、心的トポロジーのガイドに基づいて、心的トポロジーを反映した建
築物を設計することを見出した。
【０００８】
　本発明の第１の態様に係る感情抽出方法は、利用者が視認した風景を含む複数の画像を
取得する取得ステップと、取得した前記複数の画像のそれぞれに対して、透視図法の線を
描画する描画ステップと、前記複数の画像に対応する複数の前記透視図法の線に基づいて
、前記利用者の感情を抽出する抽出ステップと、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　この発明によれば、利用者が注視した風景を含む画像に対して透視図法の線を描画する
ことで、当該風景が示す透視図法に係る構図、すなわち、心的トポロジーを特定し、当該
心的トポロジーが示す利用者の感情を抽出することができる。また、この感情抽出方法に
よれば、複数の画像に対する複数の透視図法の線が示す複数の心的トポロジーに基づいて
利用者の感情を抽出するので、空間経路上における利用者が注視しやすい空間に対して抱
く感情を抽出することができる。
【００１０】
　また、前記抽出ステップは、前記複数の画像に対して前記利用者が抱く複数の感情の割
合を算出する算出ステップを備えることを特徴とする。
　この発明によれば、利用者が注視しやすい空間、すなわち、日常的に注視する可能性が
高い空間に対して抱いている感情の割合を特定することができる。
【００１１】
　また、前記抽出ステップは、前記透視図法の線を合成する合成ステップをさらに備え、
前記算出ステップにおいて、合成された前記透視図法の線に基づいて、前記複数の画像に
対して前記利用者が抱く感情の割合を算出することを特徴とする。
　この発明によれば、画像に描画される様々な形状の心的トポロジーのガイドを合成した
結果に基づいて、利用者が注視する空間の傾向を判定することができる。
【００１２】
　また、前記合成ステップにおいて、複数の前記透視図法の線を、前記透視図法の線が示
す構図が所定の大きさとなるように縮尺を変更して合成することを特徴とする。
　この発明によれば、複数の画像それぞれに対して描かれた心的トポロジーのガイドの大
きさが異なる場合であっても、合成後の心的トポロジーのガイドが示す感情の傾向を正確
に把握することができる。
【００１３】
　また、前記取得ステップにおいて、任意の空間経路を示す動画と、前記利用者の当該任
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意の空間経路における視点の動きを示す視点情報とを取得し、前記視点情報に基づいて前
記動画から前記利用者が視認していた風景を含む複数の画像を取得することを特徴とする
。
　この発明によれば、任意の空間経路が、例えば利用者が日常的に関わる経路である場合
に、利用者が日常的に接している風景に対して抱いている感情を特定することができる。
【００１４】
　また、本発明の第２の態様に係る建築物設計方法は、前記感情抽出方法により抽出した
前記利用者の感情に基づいて、建築物の設計データを生成する生成ステップを備えること
を特徴とする。
　この発明によれば、利用者が空間に対して抱く感情を反映した建築物や経路を設計する
ことができる。また、利用者の感情に基づいて建築物を設計するので、従来の建築設計に
比べて顧客満足度の高い建築物を利用者に提案することができる。
【００１５】
　また、本発明の第３の態様に係る感情抽出プログラムは、コンピュータを、利用者が視
認した風景を含む複数の画像を取得する取得部、取得した前記複数の画像のそれぞれに対
して、透視図法の線を描画する描画部、及び前記複数の画像に対応する複数の前記透視図
法の線に基づいて、前記利用者の感情を抽出する抽出部として機能させることを特徴とす
る。
【００１６】
　また、本発明の第４の態様に係る感情抽出装置は、利用者が視認した風景を含む複数の
画像を取得する取得部と、取得した前記複数の画像の透視図法の線を描画する描画部と、
前記複数の画像に対応する複数の前記透視図法の線に基づいて、前記利用者の感情を抽出
する抽出部と、を備えることを特徴とする。
　第３の態様に係る感情抽出プログラム及び第４の態様に係る感情抽出装置によれば、第
１の態様に係る感情抽出方法と同等の効果を奏することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、利用者が空間に対して抱く感情を抽出することができる。また、本発
明によれば、利用者の空間に対して抱く感情を反映した建築物の設計を行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る建築物設計方法の概要を示す図である。
【図２】本実施形態に係る建築物設計装置の構成を示す図である。
【図３】本実施形態に係る建築物設計方法を用いて設計データを生成する処理の流れを示
すフローチャートである。
【図４】本実施形態に係る感情抽出処理における処理の流れを示すフローチャートである
。
【図５】本実施形態に係る任意の空間経路を示す動画に含まれる一風景における利用者の
視点を示す図である。
【図６Ａ】本実施形態に係る画像に対して透視図法の線が描画された例（その１）を示す
図である。
【図６Ｂ】本実施形態に係る画像に対して透視図法の線が描画された例（その２）を示す
図である。
【図７Ａ】本実施形態に係る複数の透視図法の線が示す構図において、相対的に一点透視
の構図が多い場合の合成例を示す図である。
【図７Ｂ】本実施形態に係る複数の透視図法の線が示す構図において、相対的に二点透視
の構図が多い場合の合成例を示す図である。
【図８Ａ】本実施形態に係る安定感を示す心的トポロジーを含むリビングの一例を示す図
である。
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【図８Ｂ】本実施形態に係る開放感を示す心的トポロジーを含むダイニングの一例を示す
図である。
【図９】本実施形態に係る建築物の室内に配置する家具の配置角度を変化させた例を示す
図である。
【図１０】本実施形態に係る室の内部を視認したときの風景を示す図である。
【図１１】本実施形態に係る玄関アプローチの配置角度を変化させた例を示す図である。
【図１２】本実施形態に係る配置角度を小さくして玄関アプローチを設計した場合の家の
外観を示す例である。
【図１３】本実施形態に係る配置角度を大きくして玄関アプローチを設計した場合の家の
外観を示す例である。
【図１４】本実施形態に係る建築設計の例として、家の外壁面に凹凸を設けた例を示す図
である。
【図１５】本実施形態に係る家の外壁面に凹凸を設けた場合の外観を示す例である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る建築物設計方法の概要を示す図である。この建築物設計方法
に係る処理は、建築物設計装置１において実行される。
　まず、建築物設計装置１は、感情抽出方法を用いて利用者の空間に対する体験の結果と
して、利用者が空間に対して抱く感情を抽出する。ここで、「利用者」とは、例えば、建
築物の設計を依頼する依頼主や建築物への入館者や公共建築を利用する来館者であるが、
これらに限られない。また、建築物設計装置１は、建築物を設計する方法に限らず、イン
テリアやエクステリアの要素の配置設計、経路の設計等による、空間又は景観の設計も含
まれるものとする。
【００２０】
　具体的には、建築物設計装置１は、感情抽出装置として動作し、任意の空間経路を示す
動画と、利用者が当該任意の経路を視認した場合の利用者の視点の動きを示す視点情報と
を取得する（図１の（１））。続いて、建築物設計装置１は、取得した動画から、利用者
が視認した画像を複数取得する（図１の（２））。続いて、建築物設計装置１は、取得し
た複数の画像のそれぞれに対して透視図法の線を描画し、描画した透視図法の線が示す心
的トポロジーのガイドに基づいて、利用者の感情を抽出する（図１の（３））。
　その後、建築物設計装置１は、建築物設計方法を用いて、抽出した利用者の感情に基づ
いて建築物の設計データを生成する（図１の（４））。
【００２１】
　図２は、本実施形態に係る建築物設計装置１の構成を示す図である。建築物設計装置１
は、入力部２と、表示部３と、記憶部４と、制御部５とを備える。
　入力部２は、例えば、キーボードやマウス等によって構成される。入力部２は、建築物
設計装置１の操作者から操作入力を受け付ける。
　表示部３は、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Electro-Luminescence）ディスプ
レイ等により構成される。表示部３は、制御部５の制御に応じて、例えば、利用者が視認
した画像や、利用者の感情に基づいて生成された設計データ等を表示する。
【００２２】
　記憶部４は、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）
、ハードディスク、及び建築物設計装置１に接続された外部記憶装置等により構成される
。ここで、外部記憶装置は、建築物設計装置１に直接接続されていてもよいし、通信ネッ
トワーク（不図示）を介して通信可能に接続されていてもよい。
【００２３】
　また、記憶部４は、コンピュータを、利用者が視認した風景を含む複数の画像を取得す
る取得部、取得した複数の画像のそれぞれに対して、透視図法の線を描画する描画部、及
び複数の画像に対応する複数の透視図法の線に基づいて、利用者の感情を抽出する抽出部



(6) JP 6359253 B2 2018.7.18

10

20

30

40

50

、として機能させる感情抽出プログラムを記憶する。また、記憶部４は、コンピュータを
、感情抽出プログラムによって抽出された利用者の感情に基づいて、建築物の設計データ
を生成する生成部として機能させる設計データ生成プログラムを記憶する。また、記憶部
４は、建築物設計装置１が設計データ生成プログラムを実行することによって生成した建
築物の設計データを記憶する。
【００２４】
　制御部５は、例えば、ＣＰＵにより構成される。制御部５は、記憶部４に記憶されてい
る感情抽出プログラム及び設計データ生成プログラムを実行することにより、建築物設計
装置１に係る機能を制御する。
【００２５】
　図３は、本実施形態に係る設計データを生成する処理の流れを示すフローチャートであ
る。ここで、Ｓ１からＳ４に係る処理は、感情抽出方法に係る処理であり、Ｓ５に係る処
理は、建築物設計方法に係る処理である。
【００２６】
　まず、制御部５は、取得ステップに係る処理を実行し、利用者が視認した風景を含む複
数の画像を取得する。
　具体的には、制御部５は、取得部として機能し、取得ステップに係る処理を実行する。
すなわち、制御部５は、任意の空間経路を示す動画と、視点情報とを取得する処理を実行
する（Ｓ１）。より具体的には、制御部５は、入力部２の操作に応じて、建築物設計装置
１に通信可能に接続された外部装置から、任意の空間経路を示す動画と、利用者の当該任
意の空路経路における視点の動きを示す視点情報とを取得する。ここで、任意の空間経路
は、例えば、利用者が日常的に利用する空間経路（例えば、駅から自宅の自室までの経路
）である。
【００２７】
　また、外部装置は、例えば、風景を撮影するとともに、利用者の当該風景における視点
を記録するアイトラッキングツール（アイトラッカー）やウェアラブルコンピュータ（例
えば、ＧＯＯＧＬＥ　ＧＬＡＳＳ（登録商標））である。例えば、利用者にアイトラッキ
ングツールを装着して、例えば、連続した空間である任意の空間経路を通過させることに
より、アイトラッキングツールに、任意の空間経路を示す動画と、利用者の視点情報とを
記憶させる。なお、任意の空間経路を通過したときの風景を示す動画を予め撮影しておき
、アイトラッキングツールを装着した利用者に当該動画を視認させることにより、当該動
画に関する利用者の視点情報を取得してもよい。
【００２８】
　続いて、制御部５は、Ｓ１において取得した動画及び視点情報に基づいて利用者が視認
した風景を含む画像を取得する（Ｓ２）。具体的には、制御部５は、視点情報に基づいて
、当該動画から利用者が視認していた風景を含む複数の画像を取得する。図５は、本実施
形態に係る任意の空間経路を示す動画に含まれる一風景における利用者の視点を示す図で
ある。図５には、左目の視点を示す左視点ＶＬと、右目の視点を示す右視点ＶＲと、左視
点ＶＬと右視点ＶＲとの中間を示す中間点ＶＩとが表示されている。制御部５は、例えば
、動画に含まれる風景を見回していたか、又は注視していた場合に、当該動画に含まれる
風景を視認したと判定する。
【００２９】
　ここで、見回しとは、例えば、利用者が見ているだけでそのものが何であるかを把握し
ていない状態である。制御部５は、例えば、所定時間未満（例えば１秒未満）における中
間点ＶＩの移動距離が所定距離より大きい場合に、当該中間点ＶＩの位置に表示されてい
る風景を利用者が見回したと判定する。
【００３０】
　また、注視とは、例えば、利用者が視認する対象を把握しているが、文字等の細かい情
報については把握していない状態である。制御部５は、例えば、所定時間（例えば、１秒
以上から５秒未満）における中間点ＶＩの移動距離が所定距離以内の場合に、当該中間点
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ＶＩの位置に表示されている風景を利用者が注視したと判定する。
【００３１】
　制御部５は、利用者が視認した風景を特定し、特定した風景を含む画像を取得する。な
お、制御部５は、利用者が視認した複数の風景から、「見回し」又は「注視」等の視認内
容の種類に基づいて一部の風景を選択し、選択した風景を含む画像を取得してもよい。
【００３２】
　続いて、制御部５は、描画部として機能し、描画ステップに係る処理を実行する。すな
わち、制御部５は、Ｓ２において取得した複数の画像のそれぞれに対して、透視図法の線
を描画する（Ｓ３）。具体的には、例えば、制御部５は、Ｓ２において取得した複数の画
像のそれぞれの画素値を明度で二値化し、二値の境界線を描画することにより、複数の画
像のそれぞれに対して透視図法の線を描画する。図６Ａ及び図６Ｂは、本実施形態に係る
画像に対して透視図法の線が描画された例を示す図である。図６Ａでは、画像に対して透
視図法の線によって一点透視の構図が描画されていることが確認できる。図６Ｂでは、画
像に対して透視図法の線によって二点透視の構図が描画されていることが確認できる。な
お、制御部５は、画素値を二値化して透視図法の線を描画したが、これに限らず、画素を
彩度に基づいて多値化、ハフ変換のアルゴリズムを用いた画素からの線の抽出、前後の時
間の画素に基づいて多元化、或いはそれらを複合して透視図法の線を描画してもよい。さ
らに、制御部５は、予め透視図法の構図に対応する複数の画像を記憶部４に記憶させてお
き、Ｓ２において取得した画像を、記憶部４に記憶されている複数の画像と照合すること
により、透視図法の構図を特定してもよい。そして、制御部５は、特定した透視図法の構
図に基づいてＳ２において取得した画像に透視図法の線を描画してもよい。
【００３３】
　ここで、一点透視の構図は、１つの消失点のみ有することにより見回しが起き難く、人
が安定感を喚起されやすい構図であることから、安定感を示す心的トポロジーのガイドと
定義される。また、二点透視の構図は、２つの消失点を有することにより見回しが起きや
すく、人が開放感を喚起される構図であることから、開放感を示す心的トポロジーのガイ
ドと定義される。なお、透視図法の線が示す他の構図についても、ある種の感情を示す心
的トポロジーのガイドと定義してもよい。
【００３４】
　続いて、制御部５は、抽出部として機能し、抽出ステップに係る処理を実行する。すな
わち、制御部５は、複数の画像に対応してＳ３において描画された複数の透視図法の線に
基づいて、利用者の感情を抽出する（Ｓ４）。具体的には、抽出ステップは、合成ステッ
プと、算出ステップとを備えており、制御部５は、これら抽出ステップに係る処理と合成
ステップに係る処理とから構成される感情抽出処理を実行する。以下、図４に示す、本実
施形態に係る感情抽出処理における処理の流れを示すフローチャートを参照して、感情抽
出処理の詳細について説明する。
【００３５】
　感情抽出処理において、制御部５は、合成部として機能し、合成ステップに係る処理と
して、図３に示すＳ３において描画した複数の透視図法の線を合成する処理を実行する。
　具体的には、制御部５は、図３に示すＳ３において描画した透視図法の線が示す心的ト
ポロジーのガイドの縮尺を変更する（Ｓ４１）。より具体的には、制御部５は、複数の透
視図法の線を、透視図法の線が示す構図（心的トポロジーのガイド）が、所定の大きさと
なるように縮尺を変更する。なお、制御部５は、複数の心的トポロジーのガイドから一の
心的トポロジーのガイドを選択し、他の心的トポロジーのガイドの縮尺を、当該一の心的
トポロジーのガイドの大きさとなるように変更してもよい。また、制御部５は、心的トポ
ロジーのガイドの縮尺を変更する前に、複数の心的トポロジーのガイドの基準位置が一致
するように、位置合わせをしてもよい。
【００３６】
　続いて、制御部５は、縮尺が変更された複数の透視図法の線を合成する（Ｓ４２）。図
７Ａは、相対的に安定的な心的トポロジーに対応する一点透視の構図が多い場合の合成例
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を示す図である。安定的な心的トポロジーに対応する一点透視の構図が多いことにより、
図７Ａに示されるように、合成された線の中心付近が中心部に向かって湾曲していること
が確認できる。図７Ｂは、開放的な心的トポロジーに対応する二点透視の構図が多い場合
の合成例を示す図である。開放的な心的トポロジーに対応する二点透視の構図が多いこと
により、図７Ｂに示されるように、合成された線の中心付近が外側に向かって湾曲してい
ることが確認できる。
【００３７】
　なお、制御部５は、合成時に、それぞれの透視図法の線の重み付けを行ってもよい。例
えば、制御部５は、２０分前の線は薄く、５分前の線は濃くして透視図法の線を合成して
もよい。また、制御部５は、２０分前の線は細く、５分前の線は太くして透視図法の線を
太くして透視図法の線を合成してもよい。これにより、制御部５は、ユーザが直近に視認
したものほど影響度を強くすることができる。また、制御部５は、合成された線について
も時間に応じて変化させてもよい。また、制御部５は、ユーザの視認の状況（見回したか
、注視したか）に基づいて、透視図法の線の重み付けを行ってもよい。
【００３８】
　続いて、制御部５は、算出部として機能し、算出ステップに係る処理として、複数の画
像に対して利用者が抱く複数の感情の割合を算出する処理を実行する。具体的には、制御
部５は、合成した透視図法の線に基づいて、利用者が経路上の連続的な空間によって利用
者が抱いた複数の感情の割合を抽出する（Ｓ４３）。
　例えば、制御部５は、図７Ａに示すように、合成結果において相対的に安定的な心的ト
ポロジーのガイドが多いことが示される場合には、安定感を高い割合で抽出し、相対的に
開放的な心的トポロジーのガイドが多いことが示される場合には、開放感を高い割合で抽
出する。なお、制御部５は、利用者が抱く複数の感情の割合を数値によって算出してもよ
い。また、制御部５は、２次元のデータを用いて透視図法の線を合成したが、これに限ら
ない。例えば、制御部５は、３次元のデータを用いて透視図法の線を合成してもよい。
【００３９】
　図３に説明を戻す。制御部５は、Ｓ４の感情抽出処理を実行した後、生成部として機能
し、生成ステップに係る処理を実行する。すなわち、制御部５は、利用者の感情に基づい
て、建築物の設計データを生成する（Ｓ５）。具体的には、制御部５は、抽出ステップに
おいて抽出された複数の感情の割合に基づいて、建築物の設計データを生成する。
【００４０】
　例えば、任意の空間経路として利用者が日常的に利用する空間経路を用いた場合に、制
御部５は、設計データが示す建築物が示す空間に内在する心的トポロジーが、抽出ステッ
プにおいて割合が低く抽出された感情を示す心的トポロジーとなるように、設計データを
生成してもよい。例えば、制御部５は、抽出された複数の感情の割合において、開放感を
抱く感情の割合が高い場合には、安定感を示す心的トポロジーに対応する一点透視の構図
を含む設計データを生成する。図８Ａは、本実施形態に係る安定感を示す心的トポロジー
のガイドを含むリビングの一例を示す図である。図８Ａに示されるように、リビング空間
に、一点透視の構図が含まれていることが確認できる。
【００４１】
　また、制御部５は、抽出された複数の感情の割合において、安定感を抱く割合が高い場
合には、開放的な構図のリビングの設計データを生成する。図８Ｂは、本実施形態に係る
開放感を示す心的トポロジーのガイドを含むダイニングの一例を示す図である。図８Ｂに
示されるように、ダイニング空間に、二点透視の構図が含まれていることが確認できる。
【００４２】
　このようにすることで、日常的に利用する空間経路と、生成された設計データが示す建
築物とにおいて、安定的な心的トポロジーと、開放的な心的トポロジーとがバランスよく
配置され、日常の生活における空間において利用者に連続した感情を抱かせることができ
る。
【００４３】
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　なお、制御部５は、抽出した利用者の感情に基づいて、建築物の設計データの生成に限
らず、建築物に配置される家具等のインテリアの配置位置、及び建築物の配置等によって
生まれる経路や都市計画を設計データとして生成してもよい。
【００４４】
　図９は、本実施形態に係る建築物の室内に配置する家具の配置角度を変化させた例を示
す図である。図９に示すように、室Ｒに家具Ｆを配置する場合に、室Ｒの壁に対する家具
Ｆの配置角度αを変化させた場合に視線方向Ｄからの視界は、図１０に示すように変化す
る。
【００４５】
　図１０における実線は、配置角度αを小さくして家具Ｆを配置した場合の家具の境界線
であり、破線は、配置角度αを大きくして家具Ｆを配置した場合の家具の境界線である。
図１０に示されるように、室Ｒの風景には、家具Ｆの境界線と、室Ｒの壁Ｗの境界線とに
より一点透視の構図（安定的な心的トポロジーのガイド）が描かれるとともに、家具Ｆの
境界線により、二点透視の構図（開放的な心的トポロジーのガイド）が描かれることが確
認できる。
【００４６】
　制御部５は、抽出された複数の感情の割合において、開放感を抱く割合が高い場合には
、配置角度αを小さくして家具Ｆを配置した設計データを生成する。配置角度αを小さく
した場合、安定的な心的トポロジーのガイドは、開放的な心的トポロジーのガイドに比べ
て大きく描かれるので、室Ｒの風景において安定感を得られる傾向を強くすることができ
る。
【００４７】
　また、制御部５は、抽出された複数の感情の割合において、安定感を抱く割合が高い場
合には、配置角度αを大きくして家具Ｆを配置した設計データを生成する。配置角度αを
大きくした場合、開放的な心的トポロジーのガイドは、安定的な心的トポロジーのガイド
に比べて大きく描かれるので、室Ｒの風景において開放感を得られる傾向を強くすること
ができる。
【００４８】
　したがって、制御部５は、室内の家具の配置位置を変更することにより、生成された設
計データが示す建築物において、利用者が得られる感情を変化させて、利用者に適した感
情の発生を獲得させることができる。
【００４９】
　図１１は、本実施形態に係る経路設計の例として、玄関アプローチの配置角度を変化さ
せた例を示す図である。図１１に示すように、家Ｈを配置する場合に、家Ｈに対する玄関
アプローチＡの配置角度αを変化させた場合に視線方向Ｄからの家Ｈの外観は、図１２及
び図１３に示すように変化する。
【００５０】
　図１２は、配置角度αを小さくして玄関アプローチＡを設計した場合の家Ｈの外観であ
り、図１３は、配置角度αを大きくして玄関アプローチＡを設計した場合の家Ｈの外観で
ある。図１２に示されるように、家Ｈの外観には、家Ｈの壁の境界線により一点透視の構
図（安定的な心的トポロジーのガイド）が描かれることが確認できる。これにより、図１
２に示されるように設計された玄関アプローチＡから視認できる風景において安定感を得
られる傾向を強くすることができる。
【００５１】
　また、図１３に示されるように、家Ｈの外観には、家Ｈの壁の境界線により二点透視の
構図（開放的な心的トポロジーのガイド）が描かれることが確認できる。これにより、図
１３に示されるように設計された玄関アプローチＡから視認できる風景において開放感を
得られる傾向を強くすることができる。
【００５２】
　図１４は、本実施形態に係る建築設計の例として、家Ｈの外壁面に凹凸を設けた例を示
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の視線方向Ｄからの家Ｈの外観は、図１５に示されるものとなる。図１５に示すように、
家Ｈの外壁面に凹凸を設けない場合には、二点透視の構図（開放的な心的トポロジーのガ
イド）が描かれることが確認できる。また、外壁面に凹凸を設けた場合には、一点透視の
ように視線が構図の中心に導かれる構図（安定的な心的トポロジーのガイド）が描かれる
ことが確認できる。このように外壁面の凹凸によって構図が変化することから、当該外観
によって利用者が得られる感情を変化させることができる。
【００５３】
［本実施形態における効果］
　以上、本実施形態によれば、利用者が視認した風景を含む画像に対して透視図法の線を
描画することで、当該風景が示す心的トポロジーのガイドを特定し、当該心的トポロジー
のガイドが示す利用者の感情を抽出することができる。また、この感情抽出方法によれば
、複数の画像に対する複数の透視図法の線が示す複数の心的トポロジーのガイドに基づい
て利用者の感情を抽出するので、利用者が視認しやすい空間に対して抱く感情を抽出する
ことができる。また、利用者の感情に基づいて建築物を設計するので、従来の利用者の感
情を考慮しない建築設計に比べて顧客満足度の高い建築物を提案することができる。
【００５４】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更又は改良を加えることが
可能であることが当業者に明らかである。例えば、利用者が家族等、複数人から構成され
る場合、それぞれの利用者が抱く感情に基づいて建築物の設計を行なってもよい。例えば
、複数の利用者に子供が含まれている場合には、当該子供が抱く感情に基づいて子供部屋
の設計データを生成してもよいし、家主が抱く感情を重視してリビングの設計データを生
成してもよい。また、設計データは、複数の人の感情に基づく複数の要素を含んでいても
よい。例えば、同一の場所において、家主が視認する風景と子供が視認する風景とは異な
ることを利用し、同一の場所において、家主が抱く感情と子供が抱く感情が異なるように
設計データを生成してもよい。また、複数の人それぞれの感情に重みづけしてデザインし
てもよい。
【符号の説明】
【００５５】
１・・・建築物設計装置、２・・・入力部、３・・・表示部、４・・・記憶部、５・・・
制御部
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